
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●…22 日(金)は、早朝寺庄駅で宣伝、10 時から 15 時まで自治研の zoom 研修、16 時から野洲市のさ

ざなみホールで打ち合わせ、帰宅後実務等。●…23 日(土)は、10 時から甲南で会議、午後から集金活動等。●…24 日(日)は、９時

半から「戦争させない甲賀市民の会」で宣伝、９ヵ所で訴え。午後から集金活動等。●…25 日(月)は、早朝赤旗配達、９時半から議

会全員協議会、会派代表者会議、13 時半から草津で会議、19 時から学習会。●…26 日(火)は、9 時半から総務常任委員会協議会を

傍聴、午後から県委員会事務所募金のお願いに、夜ニュース作成。●…27 日(水)は、集金活動・生活相談等。●…28 日(木)は、集

金活動等。 

山
や ま

岡光
おかみつ

広
ひ ろ

 市議会議員 活動報告 
2022 年 5 月 1 日 
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●…

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
武
力
攻
撃
。
２
カ
月
が
経
過
し
た

が
、
よ
り
激
化
に…

。 

砲
弾
が
飛
び
交
う
な
か
逃
げ
惑
う
市

民
、
日
常
生
活
の
中
で
女
性
や
子
ど
も

が
殺
傷
さ
れ
る
残
虐
な
行
為
が
テ
レ
ビ

で
報
道
さ
れ
る
た
び
に
心
が
痛
み
ま

す
。
ロ
シ
ア
軍
が
や
っ
て
い
る
残
虐
・

非
道
な
行
為
は
、
戦
争
犯
罪
そ
の
も
の
。

絶
対
に
許
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
２４
日

は
雨
の
な
か
「
侵
略
戦
争
や
め
よ
」「
国

連
憲
章
や
め
よ
」
と
宣
伝
甲
南
町
内
を

宣
伝
し
ま
し
た
。
い
ま
こ
う
し
た
世
論

を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。 

 
●…
ロ
シ
ア
に
よ
る
武
力
攻
撃
は
、

国
連
憲
章
、
国
際
法
に
反
す
る…

。 

 

国
連
憲
章
は
、
世
界
の
国
連
加
盟
国

１
９
３
の
国
が
守
る
べ
き
ル
ー
ル
の
こ

と
。「
国
際
紛
争
は
平
和
的
手
段
に
よ
っ

て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
武
力

に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
い

か
な
る
国
の
領
土
保
全
又
は
政
治
的
独

立
に
対
す
る
も
の
も
慎
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
第

二
次
大
戦
末
期
の
１
９
４
５
年
６
月
に

採
択
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
国
際
人

道
法
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
で
は
、
仮
に

戦
争
に
な
っ
た
と
し
て
も
７
つ
の
禁
止

事
項
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
①
非
戦

闘
員
の
保
護
、
②
捕
虜
の
殺
害
の
禁
止
、

③
拷
問
又
は
非
人
道
的
な
行
為
の
禁

止
、
④
病
院
や
救
命
隊
員
の
保
護
、
⑤

非
戦
闘
員
へ
の
避
難
経
路
の
確
保
・
提

供
、
⑥
非
戦
闘
員
・
負
傷
者
等
の
人
道

支
援
物
資
入
手
の
権
利
、
⑦
使
用
兵
器

に
よ
る
過
度
な
損
失
・
苦
痛
の
禁
止
。

生
物
化
学
兵
器
を
使
う
こ
と
、
ま
し
て

や
「
核
兵
器
」
を
使
う
ぞ
、
な
ど
と
脅

か
す
こ
と
も
ダ
メ
で
す
。
ロ
シ
ア
の
侵

略
を
止
め
る
に
は
、
経
済
制
裁
と
と
も

に
、「
国
連
憲
章
守
れ
」
の
一
点
で
、
世

界
中
の
政
府
と
市
民
が
声
を
あ
げ
、
力

を
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。 

  

●
日
本
国
憲
法
９
条
に
も
同
じ
こ
と

が
書
い
て
あ
る
の
で
は…

 

 
ア
ジ
ア
の
人
々
２
千
万
人
、
日
本
の

国
民
３
１
０
万
人
。
尊
い
命
が
戦
争
に

よ
っ
て
奪
わ
れ
た
。
二
度
と
再
び
戦
争

は
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。
痛
苦
の

教
訓
か
ら
刻
ま
れ
た
の
が
、
憲
法
９
条
。

国
連
憲
章
を
前
提
に
起
草
さ
れ
た
憲
法

９
条
に
は
「
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と

武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使

は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し

て
は
、
永
久
に
放
棄
す
る
」
、
そ
し
て
「
戦

力
不
保
持
」
「
国
の
交
戦
権
は
認
め
な

い
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
こ
の

憲
法
９
条
を
生
か
し
た
平
和
外
交
を
す

す
め
る
必
要
が
あ
る
。 

  

●…

岸
田
政
権
の
危
険
な
動
き
。 

 

「
軍
事
対
軍
事
」
が
如
何
に
危
険
な

も
の
か
は
明
ら
か
な
の
に
、
岸
田
政
権

は
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
」
と
か

「
憲
法
改
正
」
な
ど
と
い
い
、
安
倍
元

総
理
に
至
っ
て
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
％
の
軍

事
力
拡
大(

現
行
の
２
倍
以
上
１０
兆
円

規
模)

を
主
張
、「
専
守
防
衛
は
捨
て
よ
」

な
ど
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
乗
じ
て

よ
り
危
険
な
方
向
へ
導
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。
「
核
兵
器
の
共
有(

シ
ェ
ア)

」
ま

で
持
ち
出
し
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
も

こ
れ
を
後
押
し
し
て
い
る
の
が
、
自
民

党
・
公
明
党
・
維
新
の
会
、
そ
し
て
国

民
民
主
党
で
す
。 

  

●…

「
自
衛
隊
を
活
用
」…

志
位
さ

ん
の
発
言
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
。 

 

憲
法
と
自
衛
隊
と
の
関
係
に
つ
い

て
、「
急
迫
不
正
の
主
権
侵
害
が
あ
っ
た

時
、
自
衛
隊
を
含
め
て
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
行
使
し
日
本
国
民
の
い
の
ち
と
日
本

の
主
権
を
守
る
」
と
発
言
し
た
こ
と
が

ネ
ッ
ト
で
炎
上
し
て
い
る
が
正
確
に
報

道
さ
れ
て
い
な
い
。
志
位
さ
ん
が
強
調

し
た
の
は
、
日
本
共
産
党
も
参
加
す
る

民
主
的
政
権
が
で
き
た
場
合
の
安
全
保

障
を
述
べ
た
も
の
で
、
自
公
政
権
が
仮

に
安
保
法
制
を
発
動
し
、
自
衛
隊
が
米

軍
と
一
体
に
「
敵
基
地
攻
撃
」
に
乗
り

出
し
、
そ
の
結
果
、
戦
火
が
日
本
に
及

ん
で
く
る
場
合
は
、「
急
迫
不
正
の
主
権

侵
害
」
に
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
場
合
は
、

志
位
さ
ん
が
述
べ
た
「
自
衛
隊
活
用
論
」

と
全
く
別
の
話
で
、
む
し
ろ
断
固
抗
議

す
る
。「
軍
事
対
軍
事
」
の
道
に
進
ま
せ

な
い
外
交
努
力
に
最
大
限
の
力
を
集
中

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
す
。 

 ロシア・プーチン政権によるウクライナへの武力攻撃から２カ月。国連憲章にも国際法にも反するロシア

軍の無法は、戦争犯罪そのものです。しかもこの危機に乗じて岸田内閣が「核共有」とか「敵基地攻撃能力

保有」「憲法９条改憲」などといいだすなど危険な動きを強めています。山岡議員に聞きました。 


